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日本糖尿病協会 清野裕理事長が 3つの賞を受賞 

 

2013 年 11 月 5日 

 

公益社団法人日本糖尿病協会（所在地：東京都千代田区／以下、日糖協）の理事長 清野

裕（せいのゆたか／関西電力病院 院長）が、長年に亘るインクレチンに関する研究と国

内外の糖尿病領域における活動と功績を評価されて、このほど米国内分泌学会桂冠賞を含

む 3つの賞を受賞しました。 

 

■The Endocrine Society （米国内分泌学会） 

2014 Laureate Award 「International Excellence in Endocrinology Award」 

～日本人としてはもちろん、アジア地域から初の受賞～ 

 

The Endocrine Society（米国内分泌学会）は、1916年創立の世界で最も歴史があり、かつ

100以上の国々から 16,000人の内分泌分野の医学研究者が参加する大規模な学会です。毎

年、内分泌領域における研究、教育で優れた業績を挙げた研究者に対し、桂冠賞を授与し

て顕彰していますが、清野理事長は今回、国際分野の功労者に贈られる「International 

Excellence in Endocrinology Award」を受賞しました。今回の受賞は、日本はもとよりア

ジア地域でも初の快挙となります。 

表彰式は 2014年 6月に米国内分泌学会開催時に行われる予定です。 

 

受賞理由：清野教授は、糖尿病患者の診療や療養指導の分野において、日本やアジア地域

での先駆者として認識されている。日本糖尿病学会の重要な役職の歴任、アジア糖尿病学

会の創設、英文学術誌の創刊、患者団体の発展などに寄与することにより、糖尿病の診断

と管理の重要性を広く認識させた。また、アジア、ヨーロッパ、北アメリカの糖尿病・内

分泌分野の研究者の交流・連携を促進した。 

また、インクレチン生理機能の解明と膵島細胞生物学の研究で重要な業績を挙げた。 

関西電力病院の病院長であり、日本糖尿病協会、アジア糖尿病学会の理事長も務めている。 

 

International Excellence in Endocrinology Awardとは： 

内分泌学の研究者として、同分野において自国または国際的に多大な貢献をした者に贈呈

される賞 
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＜The Endocrine Societyについて＞ 

The Endocrine Society（米国内分泌学会）は、1916年創立の世界で最も歴史があり、内分

泌領域の調査研究や臨床診療の発展に貢献する学会です。会員は、100以上の国々から、そ

れぞれの国の内分泌分野を代表する研究者、医療者、教育者、看護師や学生など 16,000人

以上で構成され、基礎、応用、臨床研究と幅広いアプローチを行っています。 

所在地：Chevy Chase, Maryland, U.S.A 

Website：www.endocrine.org. 

Twitter：https://twitter.com/#!/EndoMedia. 

 

 

■平成 25年度日本医師会医学賞： 

清野理事長は、日本医師会が選定する平成 25 年度「日本医師会医学賞」も受賞しました。

こちらの賞では、「インクレチン生理機能の解明と日本人糖尿病におけるその意義」をテー

マとする研究が主な受賞理由ですが、こうした長年にわたるインクレチン研究の草分けと

しての業績の他にも、日本人の 2 型糖尿病の特性の解明・提唱など、臨床研究分野で高い

評価を受けていることが受賞の要因となりました。 

また、IDF-WPR（国際糖尿病連合 西太平洋地区）議長や AASD（アジア糖尿病学会）理

事長といった国際的な活動に加え、日本糖尿病協会や日本糖尿病学会、日本糖尿病病態栄

養学会など、国内関連団体で重要な役職に就き、日本の糖尿病研究、療養指導、啓発活動

等のけん引役として活躍していることも、このたびの受賞の大きな理由となっています。 

 

 

■第 50 回（2013年度）ベルツ賞 1等賞： 

ベルツ賞は、日本とドイツの医学領域での交流関係を深める目的で、1964年にベーリンガ

ーインゲルハイム株式会社により創設された医学賞です。毎年、その時々のタイムリーな

テーマで論文を募り、今年は「インクレチンとインスリン分泌」がテーマでした。 

清野理事長が筆頭者となった論文は、「インクレチン：生理学、病態生理学、そして臨床医

学への展開」というタイトルで、今年度の応募論文の中でも特に優秀な研究論文として評

価されての受賞となりました。 

 

 

************************************************************************ 

◇本件に関するお問い合わせ、学術集会取材のお申込み◇ 
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E-mail： hotta@nittokyo.or.jp 


